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岡本帰一のグリム童話の挿絵について 
 
西口 拓子 
 
はじめに 
 
冨山房の「模範家庭文庫」シリーズから 1916（大正 5）年に刊行された『グリム御伽噺』に
は、中島孤島（1878-1946 年）が翻訳したグリム童話が 41 話収められている。これが好評を博
したことから、中島は新たに 41 話を翻訳し 1924（大正 13）年に『続グリムお伽噺』を同シリー
ズから出した。1938（昭和 13）年には、既に発表した翻訳に 18 話を加えて計 100 話として『グ
リム童話集：全』（冨山房）を刊行している。 
挿絵と装丁を手掛けたのは、岡本帰一（1888-1930 年）である。『続グリムお伽噺』において
は挿絵の一部を久米修二（1888-1929 年）が描いている。この二人は早逝したため、1938 年の
『グリム童話集：全』に新たに訳出された話には、川崎福三郎（生没年不詳）の挿絵が付けら
れた。 
 
『グリム御伽噺』の岡本の挿絵が、複数のドイツの挿絵画家からの影響を受けていることは、
拙論で既に言及した。1 調査を続けた結果、新たに分かった挿絵画家について本稿第 1 節で補足
する。一方で、岡本が『続グリムお伽噺』のために 8 年後に描いた挿絵を考察すると、全く別
の挿絵画家を手本としていることが分かった。続編の岡本の挿絵に影響を与えた画家たちにつ
いては第 2 節で言及する。 
続編が望まれたほど好評だった『グリム御伽噺』だが、それを裏付ける事実がある。この邦
訳グリム童話が、日本のみならず外国のグリム童話受容に影響を与えているのである。これに
関しては本稿第 3 節で考察する。 
 
1.『グリム御伽噺』（1916 年）の岡本の挿絵に影響を与えた画家たち 
 
本節では、岡本帰一の『グリム御伽噺』の挿絵に影響を与えたドイツの挿絵画家で、新たに
明らかになったものを補足的に紹介する。 
 
                                                                 
1 西口拓子「岡本帰一に影響を与えたドイツの挿絵画家たち――『グリム御伽噺』を例として」『専修大学
人文科学研究所年報』第 44 号、専修大学人文科学研究所、2014 年、171-196 頁。 
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1. 1. フォッテラー 
『グリム御伽噺』の「牝鶏の死」（KHM 80）2 の挿絵（図 1）にまず着目したい。このグリ
ム童話は、ドイツ語圏で広く読まれた『グリム童話集』の選集（50 話からなる「小さい版」
Kleine Ausgabe）にも収められているにもかかわらず、ドイツ語圏でもあまり知られていない
話である。 3  そのため挿絵の数も限られている。4  数少ないものの一つにフォッテラー
（Christian Votteler, 生没年不詳）による挿絵（図 2）があるが、これに岡本の挿絵は酷似して
いる。ただ頁全体のレイアウトに合わせて動物の配置は変えられているが、これに依存してい
ることは明らかだ。フォッテラーの挿絵は、ドイツで 1894 年に刊行された『子どものための童
話集』5 に収められている。この童話集を手掛けた挿絵画家のうち、クリムシュ、フリンツァー、
ライスの挿絵を岡本が利用していたことは既に拙論で指摘したが、これにフォッテラーが加え
られなければならない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 1 図 2 
図 1 岡本画「牝鶏の死」（KHM 80）（筆者蔵） 
図 2 フォッテラー画「雌鶏の死んだ話」（KHM 80）（筆者蔵） 
 
                                                                 
2 慣例に従い、『グリム童話集』（Kinder- und Hausmärchen）の各話に、第 7 版（1857 年）での収録番号を
KHM とともに示す。日本語訳のタイトルは野村泫訳（『完訳グリム童話集』ちくま文庫）を参照した。 
3 Uther, Hans- Jörg: Handbuch zu den „Kinder- und Hausmärchen“ der Brüder Grimm. Entstehung ― Wirkung ― 
Interpretation. 2., vollständig überarbeitete Auflage. Berlin/Boston 2013. Hier S. 177. 一方で日本においては、ヘ
ルバート学派の教育学の影響を受け、明治時代には少なくとも 4 度も翻訳されている。 
4 「小さい版」の Paul Meyerheim の挿絵のうち一枚がこの童話を描いたカラーの別刷り挿絵だが、この絵
からの岡本への影響は見られない。初期の日本でのグリム童話翻訳では、Meyerheim の挿絵が摸刻され、
雑誌『小国民』の「狼と七匹の羊」（1889 年）や「雪姫の話」（1890 年）の挿絵として用いられている。（西
口拓子「挿絵からみたグリム童話」大野寿子編『グリムへの扉』勉誠出版、2015 年、123-151 頁、特に 137-139
頁。） 
5 Kinder-Märchen. Gesammelt durch die Brüder Grimm. In neuer sorgfältiger Auswahl. Mit Illustrationen von E. 
Klimsch, V. Mohn, A. Zick, F. Reiß, F. Flinzer, W. Claudius, P. Schnorr, Chr. Votteler, E. Dolleschal u. a. Stuttgart 
1894. 
― 3 ― 
『子どものための童話集』のためにフォッテラーが描いた挿絵は、他にも「犬と雀」（KHM 58）、
「狼と狐」（KHM 73）、「みそさざいと熊」（KHM 102）、「森の中のおばあさん」（KHM 123）、「コ
ルベスさん」（KHM 41）がある。タイトルから明らかなように、動物が登場する話が多い。そ
れは、フォッテラーが動物の描写に秀でていたためだろう。もっとも、これらの話はいずれも
『グリム御伽噺』には訳出されておらず、フォッテラーの挿絵からの影響がみられるのは図 1
の一枚のみである。6 この岡本による図 1 は、別の国でのちに挿絵として利用されるのだが、こ
れに関しては本稿 3.1.で言及する。  
 
1. 2. ロイテマンとオフターディンガー 
図 3 は岡本による「卓子と驢馬と棒」（「テーブルとろばと棍棒」KHM 36）の挿絵で、ドイ
ツでもしばしば描かれる場面《魔法の品を携えて帰還する末息子》 7 である。この絵のために
岡本は図 4 を参照したとみられる。図 3 と図 4 を比較してみると、中央の金を吐くろば、ろば
の口からあふれる金を受けとめる男性、ろばの後方で屈んで金を集める女性だけでなく、左手
前の白い犬、背後にある家の形もよく似ている。敷居をまたいで家に入る男性は、ドイツの挿
絵では袋を担いでいる。この中には末息子が手に入れた「棍棒」が入っていると考えられる。
これは日本の挿絵では四角いテーブルとなっているが、長男が手に入れた魔法のテーブルだろ
う。このテーブルは、ドイツの挿絵では四角形の場合と円形の場合がある。8 岡本の絵の四角い
テーブルは、同じ本に収められた別の挿絵（図 5）に由来すると考えられる。こうして複数の
挿絵を参考にして一枚の絵を岡本が構成していることも、拙論で既に指摘した。9 ここで注目し
たいのは、この話では、帰宅後は棍棒はもはや使われない事である。それに対して魔法のテー
ブルは、一度は宿の亭主に奪われるが、末息子が取り返し、童話の最後で親戚らを呼び集め、
もてなすのに使われる。ここではテーブルを描くほうが意味がある。 
 
 
 
 
 
                                                                 
6 続編『続グリムお伽噺』（1924 年）には、「犬と雀」、「狼と狐」、「みそさざいと熊」が訳出されているが、
挿絵にはフォッテラーからの影響はみられない。 
7 Uther 2013, S. 90. 
8 丸いテーブルは以下の画家が描いている。Alexander Zick (Märchen für Kinder. Berlin 1886), Karl Alexander 
Wilke (Tischchen deck dich, Goldesel, und Knüppel aus dem Sack. Hrsg. v. Maximilian Führing. Wien 1925), Fritz 
Kredel (Grimms’ Fairy Tales. Translated by Mrs. E.V. Lucas, Lucy Crane and Marian Edwardes. New York 1945). 
9 西口 2014 年、189 頁。 
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 図 3 図 4 
 
 
 
 
 
 
 
図 5 
図 3 岡本画 「卓子と驢馬と棒」（KHM 36）（筆者蔵） 
図 4 ロイテマン（?）画「テーブルとろばと棍棒」（KHM 36）（ベルリン国立図書館蔵）10 
図 5 ロイテマン（?）画「テーブルとろばと棍棒」（KHM 36）（ベルリン国立図書館蔵） 
 
図 4 と図 5 が収められた『ドイツの子どもの童話集』（1884 年）11 の本の挿絵を手掛けたのは
ロイテマン（Heinrich Leutemann, 1824-1905 年）とオフターディンガー（Carl Offterdinger, 
1829-1889 年）である。どの挿絵をどちらの画家が描いたかは明記されていないが、オフター
ディンガーはたいてい絵の中に名前を記入している。図 4 と図 5 の挿絵にはサインもなく、ロ
イテマンによるとみられる。この『ドイツの子どもの童話集』の挿絵は、「狼と七匹の小やぎ」
の絵本である『八ツ山羊』（1887 年）でも模倣されていることから、12 岡本が参考にするより
も 30 年ほど以前に日本にもたらされていたと考えられる。 
                                                                 
10 Berlin, Staatsbibliothek- Preußischer Kulturbesitz.  
11 Deutsche Kinder-Märchen: 12 Lieblingsmärchen für die Jugend. Mit 72 Farbdruckbildern nach Aquarellen von 
Prof. C. Offterdinger und H. Leutemann. Stuttgart / Leipzig [1884]. 
12 西口拓子「本邦初のグリム童話の翻訳絵本『八ツ山羊』と、それに影響を与えたとみられるドイツの挿
絵について」『専修大学人文科学研究所月報』第 257 号、専修大学人文科学研究所、2012 年、17-33 頁。 
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 図 6 図 7 
図 6 岡本画「宿無しの群」（KHM 10）（筆者蔵） 
図 7 ロイテマン（?）画「テーブルとろばと棍棒」（KHM 36）（ベルリン国立図書館蔵） 
 
図 6 は、「宿無しの群」（「ならずもの」KHM 10）の挿絵である。宿の亭主が椅子に腰掛けた
ところ、雄鶏と雌鶏が刺しておいた針に刺さり、痛さのあまり飛びのいている。椅子はドイツ
語では Großvaterstuhl で、中島訳でも忠実に「安楽椅子」と翻訳されているにもかかわらず、挿
絵（図 6）では肘掛けの付いていない簡素な椅子として描かれている点に注目したい。 
そもそも「ならずもの」も挿絵に描かれることが少ないグリム童話である。数少ない先行例
としては、アッポルト（Karl Appold, 1840-1884 年）がミュンヘン一枚絵に描いたものがある。13 
そこには重量感のある肘掛付きの安楽椅子が描かれている。しかしながら、この絵を含めて、
岡本が一枚絵を参照した形跡はみられない。Uther によれば、「ならずもの」の挿絵が数多く描
かれるようになったのは、19 世紀末以降という。14 ウベローデ（Otto Ubbelohde, 1867-1922 年）
も 2 枚の挿絵を描いているものの椅子は描いていない。15 フィッシャー（Hans Erich Fischer, 
1909-1958 年）の有名な絵本には安楽椅子も描かれているが、刊行は『グリム御伽噺』より後
の 1945 年である。16 岡本には、参照可能な「ならずもの」の挿絵が手元になかった可能性が高
い。 
明治や大正期日本のグリム童話の挿絵は、洋風に描かれているものは、欧米の挿絵を参考に
                                                                 
13 Das Lumpengesindel. Münchener Bilderbogen Nr. 375, Buch 16. München 1864. この絵は野村泫訳『完訳グリ
ム童話集』第 1 巻、ちくま文庫、2005 年、141 頁に収められている。 
14 Uther 2013, S. 22. 
15 Kinder- und Hausmärchen gesammelt durch die Brüder Grimm. Jubiläumsausgabe. Zeichnungen von Otto 
Ubbelohde. 3 Bde. Leipzig, Bd. 1: 1907, Bd. 2: 1908, Bd. 3: 1909. 
16 Das Lumpengesindel. Ein Märchen. Mit Zeichnungen von Hans Fischer. Zürich 1945. その他、あまり知られて
はいないが 1925 年の Nina Brailowsky（1899-?年）の絵本もある。Das Lumpengesindel. Märchen von den Brüdern 
Grimm. Buchschmuck von Nina Brailowsky. Leipzig [1925]. 
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描いていることが少なくない。手本にしたのは、必ずしも同じ話の挿絵とは限らない。17 本項
では図 7 に着目する。これは図 4 と図 5 と同様に『ドイツの子どもの童話集』の「テーブルと
ろばと棍棒」の挿絵である。図 7 に描かれているのは、ドイツ語圏で頻繁に挿絵に描かれた《亭
主に対する殴打の罰》18 の場面で、兄ふたりから魔法の品を奪った亭主に末息子が報復として
魔法の棍棒に背中を叩かせている。岡本の挿絵にはこの絵との類似点がみられる。亭主は反転
して描かれているにもかかわらず服装とポーズが似ている。椅子も翻訳文にある安楽椅子でな
く、普通の簡素な椅子として描かれていることが、岡本が図 7 を参照したことを暗示している。
何より、『ドイツの子どもの童話集』からは図 4 および図 5 を参照しているのであるから、同じ
童話の挿絵である図 7 からも影響を受けていることは想像に難くない。ただし岡本は、図 7 の
棍棒と、亭主が罰を受ける様子を見届ける末息子の姿は描いていない。「宿無しの群」には登場
しないためである。 
さてこの『ドイツの子どもの童話集』の挿絵は、『八ツ山羊』と『グリム御伽噺』のみならず、
1914（大正 3）年には年岡長汀訳註『独和対訳グリム十五童話』（南江堂書店）の中の別刷りの
図版 5 枚としても用いられている。ここでも挿絵の出典は明記されていないが、19 『ドイツの
子どもの童話集』が、明治・大正時代の日本で刊行された『グリム童話集』のうち少なくとも
三冊で利用されていたことになる。 
 
1.3. ミュラー＝ミュンスター  
岡本が利用した画家のひとりにミュラー＝ミュンスタ （ーFranz Müller-Münster, 1867-1936 年）
がおり、彼の描いた図 8 を参考にして、岡本が『グリム御伽噺』のために図 9 を描いたことは
既に指摘した。20 これと酷似した少女を、岡本は雑誌の挿絵としても描いていることが新たに
分かった。 
 
 
 
 
 
                                                                 
17 たとえば、イギリスのウェーナートが「森の家」（KHM 169）のために描いた挿絵が、日本の『通俗グリ
ム童話物語』ではそのまま「赤帽ちやん」（「赤ずきん」KHM 26）の挿絵として流用されている。（西口 2015
年、135 頁。） 
18 Freyberger, Regina: Märchenbilder−Bildermärchen: Illustrationen zu Grimms Märchen 1819−1945. Oberhausen 
2009. Hier S. 153, 357. 
19 西口 2015 年、128-130 頁参照。 
20 西口 2014 年、193 頁。 
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 図 8 図 9 図 10 
図 8 ミュラー＝ミュンスター画「兄と妹」（KHM 11）（筆者蔵） 
図 9 岡本画「小さな姉弟」（KHM 11）（筆者蔵） 
図 10 岡本画「黒姫」『金の船』（第 1巻第 2号）（日本近代文学館蔵） 
 
図 10 は、雑誌『金の船』に 1919 年に掲載された斎藤佐次郎の創作童話「黒姫」の挿絵であ
る。娘の顔と手が黒いのは、子どもに恵まれない妃が「夜の様に眞黒な子でもよい」21 から欲
しいと願ったためである。この泣きながら歩く少女が明らかにミュラー＝ミュンスターの挿絵
と酷似している。黒姫の背後に描かれた木も、図 8 の木によく似ている。この木は『グリム御
伽噺』の挿絵（図 9）には描かれていないため、岡本は「黒姫」を描くにあたって、ミュラー
＝ミュンスターの挿絵を再度参照したと考えられる。ドイツで描かれたグリム童話の挿絵を、
岡本は全く別の話にも利用していたことになる。 
 
２．『続グリムお伽噺』（1924 年）の岡本の挿絵に影響を与えた画家たち 
 
『グリム御伽噺』について、翻訳者の中島孤島は次のように記している。「わたくしの拙
つたな
い
譯も、新しい讀者の間に、豫想外の歡迎を受けて、既に數版を重ねた上に、なほ續編の出版を
四方から要求されるやうになつた」22。これは『続グリムお伽噺』（1924 年）のまえがきの言葉
であり、前著が好評だったことを示している。続編のために中島は新たに 41 のグリム童話を翻
訳している。挿絵に関しては、前著と同様に岡本が主に担当しているのだが、前著とはかなり
趣を異にしている。本節ではそれらの挿絵について考察を行う。 
 
                                                                 
21 『金の船』（第 1 巻第 1 号）金の船社、1919 年、22 頁。 
22 中島孤島訳『続グリムお伽噺』冨山房、1924 年、6 頁。 
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2.1. ラッカム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 11 図 12 
図 11 「岡本」画『続グリムお伽噺』のタイトルページと巻頭口絵（三康図書館蔵） 
図 12 ラッカム画「風変りな音楽家」（KHM 8）（筆者蔵） 
 
『続グリムお伽噺』の岡本の挿絵に関しては、巻頭の見開き頁（図 11）が全体を象徴的に表
している。本項ではまず図 11 左のタイトルページのシルエット画に着目する。（右側の巻頭口
絵に関しては本稿 2.2．参照。）これは、挿絵画家のラッカム（Arthur Rackham, 1867-1939 年）23 の
挿絵（図 12）と一致している。 
岡本の挿絵がラッカムから影響を受けていることは、先行研究で既に指摘されてきた。たと
えば 1919 年に刊行されたラッカムの絵本『シンデレラ』（KHM 21）24 のシルエット画を、岡本
はほぼそのままの形で、1921 年に斎藤佐次郎の「熊になった王女」（雑誌『金の船』第 3 巻第 1
号）、1922 年に中島孤島の児童劇「かまど姫」（『金の船』第 4 巻第 4 号、5 号）の挿絵として使っ
ている。25 
1920 年刊の絵本『ねむり姫』（KHM 50）26 は 1922 年の「金の冠をかぶった王子」（『金の船』
第 4 巻第 8 号）に影響を与えている。27 特徴的なのは、1920 年に雑誌『金の船』に連載された
長編童話「山六爺さん」（沖野岩三郎作）の挿絵である。連載の第 2 回までは線画だが、第 3
                                                                 
23 ラッカムに関する研究書は以下を参照した。Hamilton, James: Arthur Rackham. A Life with Illustration. 
London 1990.／Hudson, Derek: Arthur Rackham. His Life and Work. London 1960. 
24 Cinderella. Retold by C. S. Evans. William Heinemann, 1919. ドイツ語版は Aschenbrödel.  Zürich [1926].  
25 三宅興子「比較児童出版美術史・事始め」、宮川健郎他『メディアと児童文学』東京書籍、2003 年、41-71
頁。ここは 62-64 頁。 
26 The Sleeping Beauty. Retold by C. S. Evans. William Heinemann, 1920. ドイツ語版は Dornröschen. Zürich 
[1926]. 
27 三宅 2003 年、62-63 頁。 
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回から突如として全てがシルエット画となっており、連載途中での挿絵の劇的な変化に驚かざ
るを得ない。しかもそれらは「ラッカムの『ねむり姫』に入っているシルエット画から学んだ
と思われる構図や細部が多い」28 のである。「山六爺さん」の連載が『ねむり姫』の刊行と同年
であることから、第 2 回の挿絵を描いた直後に岡本がラッカムの挿絵（英語版『ねむり姫』）を
入手したのではないかと推測させる。 
この急変の年に着目せざるを得ないのは、1916 年刊の『グリム御伽噺』の岡本の挿絵にはラッ
カムからの影響が見られないためである。同じシルエット画でもドーラ・ポルスタ （ー1884-1958
年）のものは利用しているためなおさらである。29  
ラッカムは絵本だけでなく、1900 年刊行の『グリム童話集』の英語版にも挿絵を付けてお
り、30 これは 1909 年に挿絵を追加した再版31 も出されている。しかしながら岡本がラッカム
の挿絵を初めて目にしたのは、おそらく『グリム御伽噺』の刊行後で、「山六爺さん」の挿絵の
劇的な変化からしても、その第 3 回目の挿絵を手掛けていた時期ではないかと考えられる。そ
して 1924 年刊の続編『続グリムお伽噺』の岡本の挿絵には、ラッカムからの影響が色濃くみら
れるのである。本項ではそれを詳しく考察する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 13 図 14 
図 13 岡本画「不思議な音樂者」（KHM 8）（三康図書館蔵） 
図 14 ラッカム画「風変りな音楽家」（KHM 8）（筆者蔵） 
                                                                 
28 三宅 2003 年、62 頁。 
29 西口 2014 年、180 頁。 
30 Fairy Tales of the Brothers Grimm, translated by Mrs. Edgar Lucas. London 1900. 
31 Fairy Tales by the Brothers Grimm, translated by Mrs. Edgar Lucas. London / New York 1909. ここにはカラー
挿絵が 40 枚収められている。 
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まず、本節の冒頭に掲載したラッカムのシルエット画（図 12）とよく似た線画がある。「不
思議な音樂者」（KHM 8）の挿絵（図 13）で、線画だが構図は酷似している。岡本の図 13 では、
音楽家の右手の位置と、帽子を持つ手が図 12 とは異なる。これらはラッカムが同じ話のために
描いたもう一枚のシルエット画（図 14）を参考としたようにみえる。全体の構図は、木に括り
つけられた狐を含めて、図 12 からの影響が色濃い。図 13 は、少なくとも 2 枚の挿絵を参考に
して描かれたとみられる。岡本が複数の手本を参考にして一枚の挿絵を描く場合があることは、
前著『グリム御伽噺』での模倣の仕方と同様である。32 
「ふるへて見たいといふて旅をした人の話」（KHM 4）の挿絵（図 15）にもラッカムからの
影響が顕著にみてとれる。そこに描かれているのは、髭を斧で押さえられて動けなくなった巨
人と、それを仕組んだ主人公が得意気に立っている姿である。図 15 と図 17 は構図だけでなく、
腰に手をあてて立つ主人公の姿もよく似ている。図 16 も岡本によるカラーの別刷り挿絵だが、
巨人の手の位置が図 15 とは少し異なるものの、やはりラッカムの図 17 からの影響は看過でき
ない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 15 図 16 図 17 
図 15 岡本画「ふるへて見たいといふて旅をした人の話」（KHM 4）（三康図書館蔵） 
図 16 岡本画「ふるへて見たいといふて旅をした人の話」（KHM 4）（三康図書館蔵） 
図 17 ラッカム画「こわがることを習いに旅に出た男の話」（KHM 4）（筆者蔵） 
 
 
 
 
                                                                 
32 西口 2014 年、193-195 頁。 
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 図 18 図 19 
図 18 岡本画「白蛇」（KHM 17）（三康図書館蔵） 
図 19 ラッカム画「白い蛇」（KHM 17）（筆者蔵） 
 
「白蛇」（KHM 17）の主人公の男が魚を助ける場面を描いた図 18 も、左上に Kiichi という
サインが見えるが、ラッカムの挿絵がさほど変えられずに写された例である。主人公の男性の
服装と体勢が図 19 と酷似している。図 19 の右下には Rackham のサインがみえる。 
「七羽の鴉」（KHM 25）という童話のタイトルが書かれた頁の挿絵には、烏とワイングラス
と皿が７つずつ描かれており、これもラッカムからの影響が顕著な挿絵である。図 20 も「七羽
の鴉」の挿絵で、ガラスの山の扉を開けようとしている少女が描かれている。少女のポーズが
ラッカムの挿絵（図 21）と同一である。ただし、岡本の描いた少女の方がだいぶ年少に見える。
さらなる相違点は、ラッカムの絵の中で娘が背負っている腰かけ（椅子）が、岡本の挿絵には
見られないことだ。娘は烏に姿を変えられてしまった兄たちを救出するために旅立つが、その
際に 4 つの物――両親の指輪、パン、水、腰かけ――を携帯する。ドイツやイギリスの挿絵を
調査すると、この腰かけが描かれていることが多い。多くの場合、モーン（Viktor Paul Mohn, 
1842-1911 年）の図 2233 のように、背もたれの付いた椅子を少女が背負っている。他方、ミュ
ラー＝ミュンスターのように、背もたれのない腰かけを片手で抱えている場合もある。34 
しかしながら、これらの携帯物は、救出の旅が距離的にも時間的にも長きにわたることを象
徴しているのみで、以降は言及されることがない。唯一の例外は指輪で、これは娘が妹である
ことを証明する役割を果たしている。挿絵の中で娘の背に描かれた腰かけは、興ざめであるば
かりか、筋からも読者の注意をそらしてしまう。腰かけは描かれないほうが良いことは、絵本
                                                                 
33 Kinder-Märchen. Stuttgart 1894. 
34 Schönste Märchen. Mit vielen Bildern von Kunstmaler F. Müller-Münster. Reutlingen 1924. 
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研究の中で指摘されている。35 読み手（聞き手）は話の途中で、腰かけのことや、パンは足り
たか否かなどに考えをはせることはなく、ひたすら筋の進展を追うからである。話にとって肝
要なのは、少女が兄たちを無事に救出できるかである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 20 図 21 図 22 
図 20 岡本画「七羽の鴉」（KHM 25）（三康図書館蔵） 
図 21 ラッカム画「七羽の烏」（部分）（KHM 25）（筆者蔵） 
図 22 モーン画「七羽の烏」（KHM 25）（筆者蔵） 
 
岡本がこの腰かけを描かなかったことには二通りの理由が考えられる。ひとつには、中島孤
島訳で、4 つの品物がオリジナルと異なっていることである。すなわち、腰かけではなく「杖」
と訳されているのである。36 岡本はこのテクストに合わせて挿絵を描いた可能性がある。一方
で、前著『グリム御伽噺』の「狼と七匹の小山羊」のテクストでは、狼は最後に「河の縁」に
行き、そこに落ちて死んでいるにもかかわらず、この岡本の挿絵では明らかに「井戸」に落ち
ている。これは、おそらく英語訳を底本としてテクストが翻訳された一方で、挿絵のほうは岡
本がオスヴァルトを手本として描いたためと考えられる。よって、ここでも岡本がテクストに
合わせて腰かけを削除したのか否かは不明である。もうひとつの可能性として、テクストの描
写にかかわらず、「七羽の鴉」において既に読者の意識の外にある腰かけを岡本が意図的に描か
なかったとすれば、「卓子と驢馬と棒」（図 3）と同様に挿絵としては成功していると言える。 
 
                                                                 
35 松岡享子『昔話を絵本にすること』東京子ども図書館、1981 年。フェリクス・ホフマン画「七羽の烏」
に描かれた椅子に対しての違和感を詳しく論じている。（62-63, 79 頁。） 
36 「少女は両親からもらつた小さな指輪と、お腹をふさげるためのパンと、のどの渇きをとめる水と、く
たぶれをやすめる杖の外は、なにも持たずに家を出かけました。」（中島訳 1924 年、173 頁。） 
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 図 23 図 24 図 25 
図 23 岡本画「勇猛なちび仕立屋」（KHM 20）（三康図書館蔵） 
図 24 ラッカム画「腕ききの猟師」（KHM 111）（筆者蔵） 
図 25 オフターディンガー画 「勇敢なちびの仕立屋」（KHM 20）（ベルリン国立図書館蔵） 
 
ラッカムによる図24はモノクロの挿絵であるが、岡本の図23はカラーの別刷り挿絵である。
この二枚を比較すると、ラッカムの図 24 の右手前の焚火は、岡本の絵では一本の木となってい
る。また座っている男性の数も少ない。ラッカムの絵で左奥に描かれている男の場所には、図
23 では木がある。右手に張り出した枝の上にはもう一人の男の姿が小さく描かれている。図 23
は岡本による「勇猛なちび仕立屋」（KHM 20）の挿絵である。その手本として岡本が活用した
とみられるのが図 24 である。しかしラッカムはこれを「腕ききの猟師」（KHM 111）の挿絵と
して描いている。37 森で三人の巨人が雄牛を串ざしにして焼き、食べようとするたびに、腕き
きの猟師が肉を撃ち落とす。図 24 の真ん中の巨人が隣の男の顔を叩いているのは、それを彼の
仕業だと考えたためである。一方で「勇猛なちび仕立屋」に登場する巨人は一名少ないため、
岡本は手前の二人のみを参考にして描いている。必要な箇所のみ部分的に手本として利用する
手法は、先行する『グリム御伽噺』においても見られた。38 さらに、「勇猛なちび仕立屋」には
肉を焼く場面はないため、岡本は焚火を木に置き換えている。手本の挿絵の中にある不必要な
もの、もしくは不必要と思われたものの代わりに木を描くことは、同様に『グリム御伽噺』の
「雪子姫」（「白雪姫」KHM 53）でも行われている。ここでは、岡本は存在感のない王子を木
                                                                 
37 Utherが指摘するように「勇敢なちびの仕立屋」には 19 世紀以来、多くの挿絵が描かれてきた。（Uther 2013, 
S. 49.）ラッカムによる挿絵も存在するにもかかわらず、岡本は別の話の挿絵を利用している。 
38 「小鬼の話」（「小人たち」KHM 39）で、クリムシュが描いた四人の小人のうち、手前の二人のみを模倣
して挿絵を描いている。（西口 2014 年、190 頁。） 
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で置き換えた。39 よく知られているように、グリム童話の「白雪姫」の王子は、ガラスの棺に
横たえられた白雪姫を譲り受けはするが、「いばら姫」（KHM 50）のようにキスによって目覚
めさせるといった役割は担っていないからだろう。 
木の上に潜んでいるのは仕立屋で、小さく描かれているのは、下にいる巨人との対比のため
である。木の上の仕立屋の姿は、オフターディンガーをはじめ、多くの画家が描いている。40 こ
のオフターディンガーの挿絵（図 25）は、本稿 1.2.で考察したドイツの童話集に収められてい
る。これは前著『グリム御伽噺』の挿絵の手本として岡本に使用されたと考えらえるため、こ
こでも岡本が参考にした可能性も排除はできない。ただし、構図などはだいぶ異なっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 26 図 27 図 28 
図 26 岡本画 『続グリムお伽噺』表紙（三康図書館蔵） 
図 27 ラッカム画 「おいしいおかゆ」（KHM 103）（筆者蔵） 
図 28 岡本画 『金の船』の目次頁（部分）（日本近代文学館蔵） 
 
図 27 はラッカムによる「おいしいおかゆ」（KHM 103）の挿絵である。これを参考にして岡
本は、『続グリムお伽噺』の表紙絵（図 26）を描いたとみられる。老女のみならず、少女の髪
型も良く似ている。ラッカムの挿絵（図 27）の中の老女の姿は、岡本は一足先に 1920 年に雑
誌『金の船』の「アンデルセン号」（第 2 巻第 10 号）の目次頁の挿絵（図 28）としても利用し
ている。図 28 においては老女の羽織るストールと袋もラッカムの挿絵に近い。本稿 1.3.で指摘
したのと同様に、岡本はグリム童話の挿絵を別の機会にも利用しているのである。 
 
 
                                                                 
39 西口 2014 年、174 頁。 
40 Alexander Zick（1886 年）や Wilhelm von Diez（1859 年）による一枚絵に描かれているほか、Franz Wacik, 
Ignatius Taschner, Fritz Philipp Schmidt もこの場面を描いている。 
― 15 ― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 29 図 30 
図 29 岡本画「三人の糸ひきおばさん」（KHM 14）（三康図書館蔵） 
図 30 ラッカム画「三人の糸つむぎ女」（KHM 14）（筆者蔵） 
 
「三人の糸ひきおばさん」（KHM 14）の挿絵（図 29）にも、靴、指の大きな女性、そして帽
子に飾られた羽根に、ラッカムからの影響がみられる。さらには、手前の老婆の服装が、ラッ
カムによる図 28 と酷似している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 31 図 32 図 33 
図 31 岡本画「森の中の三人矮人」（KHM 13）（三康図書館蔵） 
図 32 ラッカム画「森の中の三人の小人」（KHM 13）（筆者蔵） 
図 33 ラッカム画「二人兄弟」（KHM 60）（筆者蔵） 
 
図 31 は、「森の中の三人矮人」（KHM 13）の挿絵で、話す度に娘の口から蛙が飛び出す様子
が描かれている。筆者の調査では、この場面が描かれることは稀で、ドイツ語版の挿絵からは
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Zacharias のもの、41 そして英語版では Browne の挿絵が見つかったのみである。42 図 31 の右下
には、Kiichi のサインが見えるが、娘の服装や籠の形状にもラッカムの挿絵に依存しているこ
とが見てとれる。ただし少女の向きは反転している。そもそもこの話で挿絵として描かれるこ
とが多いのは、冬の森で継娘が苺を探す場面である。ラッカムが描いたその場面が『続グリム
お伽噺』でもカラーの別刷り挿絵としてそのまま利用されている。そこには Rackham のサイン
も残されている。同様にサインが消されることなく利用されているのが「二人兄弟」（KHM 60）
の別刷り挿絵（単色刷り）である。ラッカムによる図 33 の絵の下の英語のキャプションのみが
「二人兄弟」という日本語に翻訳された以外はそのまま使われている。 
このように『続グリムお伽噺』には、前編にはみられなかったラッカムからの影響が色濃く
みられる。43 
 
2.2. ポコック 
次に図 11 の右側にある『続グリムお伽噺』のカラーの巻頭口絵に着目しよう。これは「風変
りな音楽家」（KHM 8）の挿絵である。この話の中で、旅歩き中の音楽家は、演奏を教授して
ほしいと近づいてきた狼、狐、兎を木に縛り付けてしまう。（図 12 では狐が木に縛られている。）
なんとか木から解放された動物たちが怨みを晴らすべく追いかけて来た時、音楽家は樵のため
に演奏をしている。巻頭口絵は、復讐しようとする動物たちから音楽家を守ろうと樵が斧をふ
りかざしている場面を描いたものだ。「風変りな音楽家」はあまり知られていない話で、その挿
絵の数も少ない。44 今回の調査により、『続グリムお伽噺』の巻頭口絵は、ポコック（Noel Pocock 
生没年不詳）の英語版『グリム童話集』45 の挿絵（図 34）がそのまま使われていることが分かっ
た。前節で言及したラッカムの挿絵がそのままカラーの別刷り挿絵として使われているのと同
様に、どこにも挿絵画家名は明記されていないため、多くの人は岡本による絵だと考えたので
はないか。そして図 35 は、本文中の挿絵で、絵の右下に Kiichi のサインがみられるが、図 34
と構図が酷似しており、それを参考に描かれたと考えられる。『続グリムお伽噺』では、もう一
枚ポコックが描いた「金の毛が三本ある悪魔」（KHM 29）の挿絵が別刷り挿絵としてそのまま
カラーで使われている。 
                                                                 
41 Kinder- und Hausmärchen. Gesammelt durch die Brüder Grimm. Bd.2. Mit bunten Holzschnitten von Alfred 
Zacharias. Berlin [1939]. 
42 Fairy tales from Grimm. With Drawings by Gordon Browne. London 1894. 
43 昭和以降に岡本が描いた挿絵も同様にラッカムからの影響を受けながらも、「帰一の世界をつくりあげ」
ていると評されている。（三宅 2003 年、66-67 頁。） 
44 筆者の調査した限りでは、20 世紀前半までのドイツでは、この場面の挿絵はポック（Alexander Pock, 
1871-1950 年）のものが一枚のみ見つかった。Märchen gesammelt durch die Brüder Grimm. Bildschmuck von 
Alexander Pock. Doppelbändchen. Linz 1900. 
45 Grimm's Fairy Tales: Children’s Classics by Jacob Grimm, Noel Pocock (Illustrator), Ellen S. Shapiro (Foreword). 
New York. 刊行年不詳。 
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 図 34 図 35 
図 34 ポコック画 「風変りな音楽家」（KHM 8）（筆者蔵） 
図 35 岡本画「不思議な音樂者」（KHM 8）（三康図書館蔵） 
 
図 36 は岡本が「フリーデルとカテリースヒヘン」（KHM 59）を描いたカラーの別刷り挿絵
だが、構図および木にしがみつく男性の姿にポコックの挿絵からの影響がみてとれる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 36 図 37 
図 36 岡本画 「フリーデルとカテリースヒヘン」（KHM 59）（三康図書館蔵） 
図 37 ポコック画「フリーダーとカタリースヒェン」（KHM 59）（筆者蔵） 
 
さて、ポコックが挿絵を手掛けた英語版『グリム童話集』には、英語訳のグリム童話が 55
話と、ポコックによるカラー挿絵が巻頭口絵を含めて 12 枚収められている。ポコックはこの他、
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『ロビンソン・クルーソー』46 にも挿絵を描いている。ところが彼に関する情報は、現在のと
ころこの他にはない。Zirnbauer は英語圏のグリム童話の挿絵を研究した論文の中で、ポコック
の挿絵に関してはわずかながら言及をしている。47 しかしながら、Zirnbauer も彼に関する情報
は一切挙げていない。同姓同名の Guy Noel Pocock (1880-1955 年) は、インターネット上では同
一人物のように扱われているが、こちらは詩人で、“Précis writing for beginners” 48 を著し、
“Modern poetry” 49 と “Modern humour” 50 を編纂した人物である。挿絵画家のポコックと同一
人物であるとする根拠は見つからなかった。ところで、Zirnbauer が参照したのは New York 1940
年の版である。筆者が入手したリプリント版は 1938 年のもので、初版の刊行年は明記されてい
ない。今回の調査からは、既に 1924 年に日本で刊行された『続グリムお伽噺』に挿絵が少なく
とも 3 枚利用されていることから、初版の刊行年はそれ以前ということになる。 
 
岡本がラッカムの挿絵を『グリム御伽話』よりも以前に、雑誌『金の星』でも手本として使っ
ていることは、本稿 2.1.で指摘した。ポコックの挿絵も同様である。1923（大正 12）年 3 月の
『金の星』（第 5 巻第 4 号「グリム号」）の三色版の巻頭口絵（図 39）の右下には Kiichi という
サインがあるが、ここにもポコックの挿絵（図 38）の影響がみられるのである。51 図 38 と図
39 で、金貨を手に入れて喜ぶ男性の表情と手の位置が酷似している。ポコックの挿絵では立っ
ている男性が、岡本の挿絵では椅子に腰かけていることと、後方の窓の中に、その様子を覗き
見る男性の顔を岡本は描き加えているのが異なる点である。覗き見る男性により物語性は増し
ている。『金の星』第 5 巻第 4 号は、『続グリムお伽噺』の刊行より一年前であるので、岡本は
既にこの時にポコックの挿絵を目にしていたことになる。これに伴い、ポコックの挿絵の付い
た英語訳も 1923 年以前に刊行されていたと考えられる。岡本は『続グリムお伽噺』においても
中島訳「大儲け」（KHM 7）の挿絵として、図 38 の男性の顔のみを部分的に利用している（図
40）。挿絵画家としては不明な点の多いポコックであるが、大正期の日本におけるグリム童話の
挿絵にこのような影響を与えていたのである。 
 
 
                                                                 
46 The Life and Strange Adventures of Robinson Crusoe of York, Mariner, as Related by Himself by Daniel Defoe, 
Noel Pocock (Illustrations). London 1906. 
47 Zirnbauer, Heinz: Grimms Märchen mit englischen Augen. In: Brüder Grimm Gedenken. Bd. 2. Marburg 1975, S. 
203-245. Hier S. 229. 
48 Précis writing for beginners. Guy N. Pocock. London 1917. 
49 Modern poetry. Edited by Guy N. Pocock. New York 1920.  
50 Modern humour. Chosen and edited by Guy Pocock & M.M. Bozman. London 1940. 
51 『金の船』（第 5 巻第 4 号）に掲載された「大まうけ」（KHM 7）は、同じく中島孤島によるグリム童話
の翻訳で、本文挿絵は水島爾保布（1884-1958 年）が手掛けたが、巻頭口絵は岡本によるカラー挿絵（図
39）であった。 
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 図 38 図 39 図 40 
図 38 ポコック画「うまい取り引き」（KHM 7）（筆者蔵） 
図 39 岡本画『金の船』（第 5 巻第 4 号）巻頭口絵（三康図書館蔵） 
図 40 岡本画「大儲け」（KHM 7）（三康図書館蔵） 
 
3.「岡本帰一」の挿絵の受容 
 
『グリム御伽噺』（1916 年）が好評を博し、続編が刊行されたことは、本稿で再三言及して
きた。好評であったことは、中島の翻訳と岡本の挿絵がさらに利用されていることからも裏付
けられる。本節では、日本のこのグリム童話の翻訳書が、どのような受容をされたかを紹介す
る。 
 
3.1. 海外での受容 
初期のグリム童話翻訳において、韓国では日本語訳からの影響が看過できない。Choi によれ
ば、韓国で最初のグリム童話翻訳は 1920 年で、1950 年代までは「日本語訳から翻訳していた
とみられる」という。52 韓国や台湾では初期の段階においては「歴史的にも、地理的にも、英
語やドイツ語よりも日本語の本を入手することが容易だった」53 ためである。 
初期の韓国語訳のグリム童話は、テクストが大きく変えられていることも多く、底本を見極
めるのは非常に困難である。ところが、1923 年に雑誌『東明』に掲載されたグリム童話 15 話
                                                                 
52  Choi, Seok-Hee: „Zur Rezeption der Grimmschen Märchen in Korea“. In: Jahrbuch der Brüder Grimm- 
Gesellschaft 6 (1996), S.105-126. Hier S. 105-106. 
53 Liang, Yea-Jen: „Kennen die Chinesen die Märchen der Brüder Grimm?“. In: Brüder Grimm Gedenken 5 (1985), 
S.176-192. Hier S. 184. 
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に関しては、底本が中島訳の『グリム御伽噺』（1916 年）であることが厳により確認された。54 
『東明』には計 15 話のグリム童話の翻訳が、計 19 回にわたって掲載され、合わせて 13 枚の挿
絵が添えられている。一部の挿絵には「SS」というサインがみられるものの、挿絵画家に関し
ては明らかになっていない。55 Choi は、そのうち 2 枚の挿絵――「ホレおばさん」（KHM 24）
と「ヨリンデとヨリンゲル」（KHM 69）――が韓国風に描かれていることを指摘し、挿絵を掲
載している。56 一方で、Choi は「狼と七匹の子やぎ」（KHM 5）の挿絵 2 枚が岡本の挿絵に酷
似していることも指摘する。実際に確認すると、酷似している挿絵の数は 2 枚にとどまらず、
計 7 枚である。本稿に掲載した図版のうち、フォッテラーによる図 1 とロイテマンに遡ると考
えられる図 3 が、韓国の『東明』でもほぼそのまま使われている（図 41、42）。Choi は、岡本
がドイツの挿絵を手本にしたことまでは想像もしなかったとみられる。つまりは、„SS“ による
韓国の挿絵のうち 7 枚は、直接的には岡本を模倣しているが、そのほとんどは遡ればドイツの
挿絵にたどり着く。韓国のどの挿絵がどのドイツの挿絵画家のものに対応するかを示すと以下
のようになる。 
 
「狼と七匹の子やぎ」（KHM 5）（『東明』2-3, 2-4）挿絵 2 枚…オスヴァルト 1910 年 
「蛙の王様 または鉄のハインリヒ」（KHM 1）（『東明』2-5）…リーバーマン 1908 年 
「テーブルとろばと棍棒」（KHM 36）（『東明』2-11）…ロイテマン（?）1894 年 
「雌鶏の死んだ話」（KHM 80）（『東明』2-17）…フォッテラー 1894 年 
「漁師とおかみさんの話」（KHM 19）（『東明』2-20）…岡本のオリジナル？57 
「赤ずきん」（KHM 26）（『東明』2-22）…ゲプハルト 1911 年 
  
                                                                 
54 厳基珠「韓国におけるグリム童話の翻訳―『東明』所収の作品を中心に」『専修人文論集』第 101 号、専
修大学学会、2017 年（2017 年 11 月刊行予定）。 
55 『東明』の挿絵画家「SS」に関しての考察は以下を参照。厳 2017 年。 
56 Choi 1996, 116 頁にこれらの挿絵が掲載されている。 
57「漁師とおかみさんの話」に、岡本が何らかの手本を利用したか否かは、現在のところ不明である。 
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 図 41 図 42 
図 41 画家不明「雌鶏の死んだ話」（KHM 80）（韓国国会図書館蔵） 
図 42 画家不明「テーブルとろばと棍棒」（KHM 36）（韓国国会図書館蔵） 
 
グリム童話の受容をグローバルな視点から考察した場合、初期の翻訳は、オリジナルのドイ
ツ語からでなく、他の言語からの「重訳」という形で行われることが少なくないのだが、韓国
でのグリム童話翻訳の底本として、中島訳『グリム御伽噺』が使われただけでなく、岡本の挿
絵も同時に利用されたのである。これと似たグリム童話の受容は、さらに一世紀ほど以前にヨー
ロッパでも行われていた。イギリスのエドガ ・ーテイラーが翻訳したグリム童話の英語版（1823
年）が、翌年にフランス語訳の翻訳底本として用いられたのである。フランス語版に添えられ
た 12 枚の挿絵は、テイラー訳のために描かれたクルックシャンク（George Cruikshank, 1792-1878
年、イギリスの挿絵画家）の絵を彫りなおしただけのものである。58 1837 年にポルトガル語訳
のグリム童話が雑誌に 3 話掲載された際にも、このフランス語訳が底本となっただけでなく、
挿絵もフランス語版から 2 枚がポルトガルでも用いられたのだった。59 本節で紹介したように、
ドイツのグリム童話のテクストと挿絵が日本を経由して韓国で利用されたのと同様に、イギリ
スとフランスを経由してポルトガルでグリム童話が受容されたわけである。 
 
  
                                                                 
58 Rimasson-Fertin, Natacha: „Die Kinder- und Hausmärchen in der Heimat der Contes de fées. Zur französischen 
Rezeption der Grimm’schen Sammlung und zu deren Bedeutung für Märchensammlungen im Frankreich des 19. 
Jahrhunderts“. In: Märchen, Mythen und Moderne. Hrsg. v. C. Brinker-von der Heyde u. a. Frankfurt a. M. u. a. 2015, 
Bd. 2, S. 935-947. S. 936. 
59 Cortez, Teresa Maria: „Zur Rezeption der Kinder- und Hausmärchen in Portugal: Die ersten Fassungen“. In: 
Brüder Grimm Gesellschaft 6 (1996): 127-142. Hier S. 127. 
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3.2．日本での受容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 43 
図 43 画家不明「狼と山羊」（KHM 5）『幼年園』（大阪教育大学付属図書館蔵） 
 
大正時代に刊行された絵雑誌『幼年園』60 に、「狼と山羊」という童話の連載が掲載された。
そこには原作者の名前はおろか、翻訳者も挿絵画家の名前も明記されていないが、61 これがグ
リム童話の「狼と七匹の子やぎ」であることは明らかだ。図 43 のように、挿絵はいくつかの場
面が見開き頁に配置されているが、岡本帰一が『グリムお伽噺』のために描いた挿絵によく似
ている。62 この連載は 1918（大正 7）年の第 3 巻第 11・12 号に掲載されているため、年代的に
は韓国の『東明』よりも先である。 
岡本の挿絵はオスヴァルトのものをほぼ踏襲したものである。63 まずは、『幼年園』の挿絵画
家が、オリジナルのオスヴァルトの絵本を手にとった可能性も考えなくてはならない。ここで
ヒントとなるのは、『幼年園』の図 43 の左側のベッドの手前に倒れている椅子である。オスヴァ
ルトの絵には、背もたれ付きの椅子が描かれているが、岡本の挿絵では図 43 とよく似た腰かけ
で、背もたれはない。こうした細部の一致点は、岡本の絵が参考にされたことを示している。
『幼年園』の翻訳テクストに関しては、先行研究で「「ノソノソ」「ムクムク」など、ひびきの
                                                                 
60 創刊者・編集者は川村理助で、師範学校校長などを歴任した教育者である。『幼年園』は娯楽色より教育
色の強い雑誌で、出版を手掛けた培風館は教科書出版で定評があったという。（三宅興子・香曽我部秀幸編
『大正期の絵本・絵雑誌の研究』翰林書房、2009 年、58-60 頁。） 
61 『幼年園』同号に収められた「キクニンギョウ」の挿絵には「修二」というサインがあるが、多くの挿
絵には何の手掛かりも残されていない。絵雑誌では画家名が明記されることは稀であるとの指摘がある。
（三宅他編 2009 年、108 頁。） 
62 第 12 号のうちの見開き一頁は、『大正期の絵本・絵雑誌の研究』で紹介されている。（三宅他編 2009 年、
174 頁。）しかしながら、岡本やオスヴァルトの絵との類似性は指摘されていない。 
63 西口 2014 年、177-179 頁。 
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よい繰り返しを多用して、わかりやすく再話している」64 との指摘があるが、どちらも中島訳
と一致するため、そこから踏襲されたと考えてよいだろう。こうした比較からは、『幼年園』の
「狼と山羊」は、オスヴァルトの絵本ではなく、岡本の挿絵と中島訳に依拠していることが分
かる。挿絵の細部に着目すると、岡本の挿絵と同様に母山羊のみが洋服を着ているのだが、洋
服の柄が、『幼年園』連載回毎に異なっているのが目をひく。連載第一回では水玉模様、第二回
では縦縞である。オスヴァルトも岡本も、母山羊のスカートは無地としている。そもそも、こ
の童話で語られているのは一日の出来事であろう。母山羊が洋服を着ている場合、当然ながら
最後まで同一の服装で描かれる。『幼年園』のテクストでは、母親は「山」に行くと言って出か
けているが、山で着替えたとは考えられず、単に二回の連載の挿絵が別の時期に、洋服の柄に
さほどの注意が払われずに描かれたということだろう。 
次に挿絵とテクストの関係をみてみよう。中島訳テクストでは、狼が落ちるのは「河」となっ
ているにもかかわらず、岡本の絵では狼が井戸に落ちていることは、本稿 2.1.でも言及した。
岡本がテクストに合わせて描いたのではなく、オスヴァルトの挿絵（のみ）を参考にして描い
たことがここに象徴的に示されている。オスヴァルトは、ドイツ語のオリジナルのテクストに
忠実に、井戸に落ちる狼の姿を描いているからだ。それに対して、『幼年園』と『東明』におい
ては、どちらも中島訳を踏襲したとみられるにもかかわらず、テクストは「井戸」に「修正」
されている。65 これは絵と文の不一致に気付いたためだろう。『幼年園』の場合、読者層を意識
した編集だと考えられる。「絵雑誌は、少年・少女雑誌よりも読者対象を低年齢に設定して」お
り、「言語表現は」「視覚表現を説明するものであった」66 ため、絵と文が補足し合うように、
その関係には細心の注意が払われて編集されていたことを示しているのだろう。 
明治・大正期の雑誌の中で欧米の挿絵が利用されていたことに関しては、先行研究では三宅
興子らの指摘がある。67 こうした使い方は、当時の日本においては安易に広く行われていた可
能性があり、今後のさらなる研究が必要である。 
 
おわりに 
 
明治時代の日本で、雑誌『明星』にアルフォンス・ミュシャの絵がほぼそのままの形で利用
されていることも良く知られている。本稿では、大正時代に描かれた岡本帰一のグリム童話の
                                                                 
64 三宅他編 2009 年、175 頁。この箇所では、中島訳がかなり簡略化されている一方で、「ブルブル」とい
う言葉が付け足されている。（中島孤島訳 1916 年、9, 12 頁参照。） 
65 厳 2017 年。 
66 三宅他編 2009 年、143 頁。 
67 三宅興子「「絵本」の「翻訳」史・試論」、児童文学翻訳大事典編集委員会編集『図説児童文学翻訳大事
典』第四巻、大空社、ナダ出版センター、2007 年、11-29 頁。 
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挿絵を再考した。『グリム御伽噺』では専らドイツ語圏の挿絵画家が参考にされていたが、続編
の『続グリムお伽噺』においてはドイツではなく英語圏のラッカムやポコックのものが使われ
ている。ポコックに関しては、挿絵画家としての位置づけも含めて不明な点が多い。しかしな
がら、本稿 2.2.で指摘したように日本で挿絵が利用されている事実により、先行研究で言及さ
れてきた 1940 年よりも以前――1923 年よりも以前――にポコックのグリム童話の挿絵が描か
れていたことが明らかとなった。 
中島訳に岡本の挿絵の付いた『グリム御伽噺』が好評を博したことは、これらが日本のみな
らず韓国においても利用されていたことからも裏付けられる。ドイツの挿絵への依存度の高い
岡本の挿絵が、同じように手本とされて、さらに使われていたのである。 
